
死
刑
再
審
以
外
の
刑
事
再
審
弁
護
活
動
に
対
す
る
援
助
に
関
す
る
規
則 

（
令
和
六
年
一
月
一
九
日
規
則
第
二
〇
七
号
） 

 

 

（
目
的
等
） 

第
一
条 

こ
の
規
則
は
、
刑
事
再
審
弁
護
活
動
に
対
す
る
援
助
に
関
す
る
規
程
（
会
規
第
百
十
八
号
。
以
下
「
規
程
」
と
い
う
。）
第
三
条

の
規
定
に
基
づ
き
、
規
程
第
二
条
第
二
号
の
援
助
の
内
容
、
援
助
金
の
支
出
基
準
、
援
助
の
要
件
及
び
手
続
そ
の
他
援
助
の
実
施
に
必

要
な
事
項
を
定
め
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。 

２ 

弁
護
士
法
人
及
び
弁
護
士
・
外
国
法
事
務
弁
護
士
共
同
法
人
（
以
下
「
弁
護
士
法
人
等
」
と
い
う
。）
に
つ
い
て
は
、
弁
護
士
法
人
等

の
社
員
又
は
使
用
人
で
あ
る
弁
護
士
に
よ
る
法
律
事
務
の
取
扱
い
を
当
該
弁
護
士
法
人
等
に
よ
る
法
律
事
務
の
取
扱
い
と
み
な
し
て
こ

の
規
則
を
適
用
す
る
。 

 

（
援
助
の
内
容
） 

第
二
条 

本
会
は
、
刑
事
再
審
請
求
事
件
（
刑
事
訴
訟
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
三
十
一
号
）
第
四
百
三
十
五
条
又
は
第
四
百
三
十

六
条
の
規
定
に
よ
る
再
審
の
請
求
の
対
象
と
な
る
事
件
（
規
程
第
二
条
第
一
号
の
援
助
の
対
象
と
な
る
事
件
を
除
く
。）
を
い
う
。
以
下

同
じ
。）
に
つ
い
て
再
審
請
求
を
行
い
、
又
は
そ
の
準
備
を
行
う
者
（
以
下
「
対
象
者
」
と
い
う
。）
の
弁
護
人
又
は
弁
護
人
と
な
ろ
う

と
す
る
者
（
以
下
「
弁
護
人
等
」
と
い
う
。）
の
刑
事
再
審
弁
護
活
動
（
再
審
請
求
審
、
即
時
抗
告
審
（
即
時
抗
告
に
代
わ
る
異
議
審
を

含
む
。）
及
び
特
別
抗
告
審
を
含
む
一
連
の
刑
事
再
審
請
求
事
件
（
再
審
請
求
の
準
備
を
含
む
。）
に
お
け
る
弁
護
活
動
を
い
う
。
以
下

同
じ
。）
に
対
す
る
援
助
（
以
下
「
死
刑
再
審
以
外
の
刑
事
再
審
弁
護
活
動
に
対
す
る
援
助
」
と
い
う
。）
を
行
う
。 

２ 

死
刑
再
審
以
外
の
刑
事
再
審
弁
護
活
動
に
対
す
る
援
助
の
内
容
は
、
別
表
第
一
の
援
助
の
内
容
の
欄
に
掲
げ
る
内
容
及
び
こ
れ
に
附

帯
す
る
事
務
と
す
る
。 

 

（
援
助
金
の
支
出
基
準
） 

第
三
条 

本
会
が
、
死
刑
再
審
以
外
の
刑
事
再
審
弁
護
活
動
に
対
す
る
援
助
の
た
め
に
支
出
す
る
援
助
金
（
以
下
「
援
助
金
」
と
い
う
。）

の
基
準
の
額
は
、
別
表
第
一
の
と
お
り
と
す
る
。
た
だ
し
、
弁
護
人
等
と
し
て
の
実
質
的
な
活
動
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
な
い
場
合
は
、

援
助
金
を
支
出
し
な
い
も
の
と
す
る
。 

 

（
援
助
の
要
件
等
） 

第
四
条 

弁
護
人
等
は
、
対
象
者
が
別
表
第
二
に
定
め
る
資
力
基
準
を
満
た
し
、
弁
護
人
選
任
に
係
る
費
用
を
自
ら
支
弁
で
き
な
い
場
合

で
あ
っ
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
対
象
者
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
要
件
の
全
て
を
満
た
す
と
き
は
、
死
刑
再
審
以
外
の

刑
事
再
審
弁
護
活
動
に
対
す
る
援
助
の
申
込
み
（
以
下
「
申
込
み
」
と
い
う
。）
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

一 

再
審
請
求
を
行
っ
た
者 

次
の
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
要
件 

イ 

再
審
請
求
が
不
適
法
で
な
い
こ
と
。 

ロ 

再
審
請
求
に
理
由
が
な
い
こ
と
が
明
ら
か
と
は
い
え
な
い
こ
と
。 

二 

再
審
請
求
の
準
備
を
行
う
者 

次
の
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
要
件 

イ 

当
該
弁
護
人
等
の
調
査
に
よ
り
、
再
審
請
求
に
理
由
が
あ
る
も
の
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
事
実
又
は
証
拠
を
発
見
で
き
る
可
能

性
が
あ
る
こ
と
。 

ロ 

当
該
弁
護
人
等
が
受
任
を
す
る
必
要
性
及
び
相
当
性
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
。 

２ 

過
去
に
援
助
金
の
支
給
を
受
け
た
事
件
に
つ
い
て
は
、
同
一
の
事
由
及
び
証
拠
を
理
由
と
し
て
申
込
み
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。 

３ 

申
込
み
は
、
書
面
に
よ
る
も
の
と
し
、
申
込
み
を
す
る
弁
護
人
等
は
、
当
該
弁
護
人
等
の
署
名
又
は
記
名
押
印
の
あ
る
会
長
が
細
則

で
定
め
る
様
式
の
申
込
書
及
び
次
に
掲
げ
る
書
類
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

一 

当
該
刑
事
再
審
請
求
事
件
の
対
象
と
な
る
確
定
判
決
の
謄
本
又
は
こ
れ
に
代
わ
る
も
の 

二 

対
象
者
が
再
審
請
求
を
行
っ
た
者
で
あ
る
と
き
は
、
再
審
請
求
書
の
写
し
及
び
再
審
請
求
事
由
を
疎
明
す
る
資
料
の
写
し 

４ 

同
一
の
刑
事
再
審
請
求
事
件
に
つ
い
て
弁
護
人
等
が
複
数
と
な
る
場
合
は
、
代
表
す
る
者
に
よ
る
一
の
申
込
み
と
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。 

５ 

本
会
は
申
込
み
が
あ
っ
た
と
き
は
、
当
該
申
込
み
の
審
査
を
行
う
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
本
会
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き

は
、
申
込
み
を
し
た
弁
護
人
等
（
前
項
の
規
定
に
よ
り
代
表
す
る
者
が
申
込
み
を
し
た
と
き
は
、
当
該
代
表
す
る
者
を
い
う
。
以
下
「
申

込
者
」
と
い
う
。）
に
対
し
、
申
込
書
等
の
書
面
の
補
正
、
第
一
項
の
資
力
基
準
又
は
同
項
各
号
に
掲
げ
る
要
件
に
関
す
る
資
料
の
提
出

等
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。 

６ 

本
会
は
、
前
項
の
審
査
に
当
た
り
、
関
係
委
員
会
の
意
見
を
聴
く
こ
と
が
で
き
る
。 

（
援
助
の
開
始
等
） 

第
五
条 

本
会
は
、
前
条
第
五
項
の
審
査
の
結
果
、
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
援
助
の
要
件
に
該
当
す
る
と
認
め
る
と
き
は
、
別
表
第
一

に
基
づ
い
て
支
出
す
べ
き
援
助
金
の
額
そ
の
他
必
要
な
事
項
を
定
め
て
、
死
刑
再
審
以
外
の
刑
事
再
審
弁
護
活
動
に
対
す
る
援
助
の
開

始
決
定
（
以
下
「
援
助
開
始
決
定
」
と
い
う
。）
を
行
う
。 

２ 

援
助
開
始
決
定
は
、
特
別
の
事
情
に
よ
り
、
本
会
が
特
に
必
要
と
認
め
る
場
合
を
除
き
、
同
一
の
弁
護
士
及
び
弁
護
士
法
人
等
（
以

下
「
弁
護
士
等
」
と
い
う
。）
に
つ
き
、
合
計
し
て
一
年
当
た
り
五
件
を
超
え
て
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。 

３ 

本
会
は
、
前
条
第
五
項
の
審
査
の
結
果
、
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
援
助
の
要
件
に
該
当
し
な
い
と
認
め
る
と
き
、
又
は
申
込
者
が

同
条
第
五
項
に
規
定
す
る
補
正
等
の
求
め
に
応
じ
な
い
と
き
は
、
死
刑
再
審
以
外
の
刑
事
再
審
弁
護
活
動
に
対
す
る
援
助
を
開
始
し
な



い
旨
の
決
定
を
行
う
。 

４ 
本
会
は
、
援
助
開
始
決
定
又
は
前
項
の
決
定
を
し
た
と
き
は
、
そ
の
理
由
を
付
し
て
申
込
者
に
通
知
す
る
。 

 

（
複
数
の
弁
護
士
等
に
よ
る
受
任
の
手
続
等
） 

第
六
条 
本
会
は
、
申
込
み
が
あ
っ
た
事
件
又
は
援
助
開
始
決
定
が
な
さ
れ
た
事
件
に
つ
い
て
、
申
込
者
か
ら
複
数
の
弁
護
士
等
に
よ
ら

な
け
れ
ば
対
応
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
旨
の
申
出
が
あ
っ
た
と
き
は
、
当
該
申
出
に
対
す
る
審
査
を
行
う
も
の
と
し
、
複
数
の
弁
護

士
等
に
よ
る
受
任
が
相
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
複
数
の
弁
護
士
等
に
よ
る
受
任
に
係
る
死
刑
再
審
以
外
の
刑
事
再
審
弁
護

活
動
に
対
す
る
援
助
（
以
下
「
複
数
援
助
」
と
い
う
。）
の
援
助
開
始
決
定
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
既
に
複
数
援
助
の
援
助
開
始
決
定

が
な
さ
れ
て
い
る
事
件
に
つ
い
て
、
新
た
な
弁
護
士
等
が
受
任
す
る
旨
の
申
出
が
あ
っ
た
と
き
も
、
同
様
と
す
る
。 

２ 

本
会
は
、
前
項
の
審
査
の
結
果
、
複
数
の
弁
護
士
等
に
よ
る
受
任
が
相
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
な
い
場
合
は
、
複
数
援
助
を
開
始
し

な
い
旨
の
決
定
を
行
う
。 

３ 

本
会
は
、
第
一
項
又
は
前
項
の
決
定
を
し
た
と
き
は
、
そ
の
理
由
を
付
し
て
申
込
者
に
通
知
す
る
。 

 

（
変
更
の
届
出
） 

第
七
条 

申
込
者
は
、
第
四
条
第
三
項
の
申
込
書
に
記
載
し
た
事
項
に
つ
い
て
変
更
が
あ
っ
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、
変
更
内
容
を
本
会

に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

申
込
者
は
、
自
ら
又
は
前
条
の
規
定
に
よ
り
複
数
援
助
が
な
さ
れ
て
い
る
場
合
は
そ
の
弁
護
士
等
の
い
ず
れ
か
が
辞
任
、
解
任
そ
の

他
の
事
由
に
よ
り
当
該
複
数
援
助
に
係
る
刑
事
再
審
請
求
事
件
の
弁
護
人
等
で
な
く
な
っ
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、
そ
の
旨
を
本
会
に

届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

申
込
者
に
つ
き
第
十
条
第
一
項
第
三
号
か
ら
第
九
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
由
が
あ
る
場
合
で
あ
っ
て
、
複
数
援
助
が
な
さ
れ
て
い
る
と

き
は
、
当
該
複
数
援
助
に
係
る
申
込
者
以
外
の
弁
護
士
等
（
同
項
第
三
号
か
ら
第
九
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
由
が
あ
る
者
を
除
く
。）
は
、

自
ら
を
申
込
者
と
す
る
旨
の
変
更
を
届
け
出
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

（
変
更
決
定
等
） 

第
八
条 

本
会
は
、
前
条
第
二
項
又
は
第
三
項
に
規
定
す
る
届
出
が
な
さ
れ
た
と
き
、
又
は
援
助
金
の
額
を
変
更
す
る
必
要
が
あ
る
と
き

は
、
審
査
を
行
っ
た
上
で
、
変
更
の
決
定
（
以
下
「
変
更
決
定
」
と
い
う
。）
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
本
会
は
、

審
査
の
結
果
、
援
助
金
を
追
加
し
て
支
出
す
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
追
加
で
支
出
す
る
旨
及
び
そ
の
額
を
決
定
し
、
援

助
金
の
減
額
を
し
、
又
は
既
に
支
出
し
た
援
助
金
の
全
部
若
し
く
は
一
部
の
返
還
を
受
け
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
減
額

を
し
、
又
は
返
還
を
求
め
る
旨
及
び
そ
の
額
を
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

２ 

本
会
は
、
変
更
決
定
を
し
た
と
き
は
、
そ
の
旨
及
び
内
容
を
申
込
者
に
通
知
す
る
。 

 

（
申
込
者
に
よ
る
終
結
の
報
告
） 

第
九
条 

申
込
者
は
、
援
助
案
件
（
援
助
開
始
決
定
を
受
け
て
い
る
案
件
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
が
終
了
し
た
と
き
は
、
援
助
案
件
が
終

了
し
た
日
か
ら
六
箇
月
以
内
に
、
申
込
者
の
署
名
又
は
記
名
押
印
の
あ
る
会
長
が
細
則
で
定
め
る
様
式
の
終
結
報
告
書
を
本
会
に
提
出

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

申
込
者
は
、
援
助
案
件
が
終
了
し
た
日
か
ら
六
箇
月
以
内
に
前
項
の
終
結
報
告
書
を
本
会
に
提
出
し
な
い
と
き
は
、
当
該
期
限
を
経

過
し
た
理
由
を
本
会
に
申
し
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
終
結
等
） 

第
十
条 

本
会
は
、
次
に
掲
げ
る
事
由
が
あ
る
と
き
（
第
三
号
か
ら
第
九
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
由
が
あ
る
場
合
で
あ
っ
て
、
申
込
者
を
変

更
す
る
変
更
決
定
が
な
さ
れ
た
と
き
を
除
く
。）
は
、
審
査
を
行
い
、
当
該
死
刑
再
審
以
外
の
刑
事
再
審
弁
護
活
動
に
対
す
る
援
助
の
終

結
決
定
（
以
下
「
援
助
終
結
決
定
」
と
い
う
。）
を
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
本
会
は
、
審
査
の
結
果
、
援
助
金
を
追
加
し
て
支
出

す
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
追
加
で
支
出
す
る
旨
及
び
そ
の
額
を
決
定
し
、
援
助
金
の
減
額
を
し
、
又
は
既
に
支
出
し
た

援
助
金
の
全
部
若
し
く
は
一
部
の
返
還
を
受
け
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
減
額
を
し
、
又
は
返
還
を
求
め
る
旨
及
び
そ
の

額
を
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

一 

援
助
案
件
が
終
結
し
、
申
込
者
か
ら
終
結
報
告
書
が
提
出
さ
れ
た
と
き
。 

二 

死
刑
再
審
以
外
の
刑
事
再
審
弁
護
活
動
に
対
す
る
援
助
を
継
続
す
る
必
要
が
な
く
な
っ
た
と
き
。 

三 

申
込
者
が
辞
任
し
、
又
は
解
任
さ
れ
た
と
き
。 

四 

申
込
者
が
、
正
当
な
理
由
な
く
援
助
案
件
の
処
理
を
遅
滞
し
、
又
は
中
止
し
て
い
る
こ
と
そ
の
他
の
事
由
に
よ
り
死
刑
再
審
以
外

の
刑
事
再
審
弁
護
活
動
に
対
す
る
援
助
を
継
続
さ
せ
る
こ
と
が
適
当
で
な
く
な
っ
た
と
き
。 

五 

申
込
者
（
申
込
者
が
弁
護
士
法
人
等
で
あ
る
場
合
は
、
そ
の
法
律
事
務
所
を
含
む
。）
が
懲
戒
処
分
（
戒
告
を
除
く
。）
を
受
け
た

と
き
。 

六 

自
然
人
た
る
申
込
者
が
死
亡
し
た
と
き
。 

七 

自
然
人
た
る
申
込
者
が
弁
護
士
で
な
く
な
っ
た
と
き
。 

八 

弁
護
士
法
人
等
た
る
申
込
者
が
解
散
し
た
と
き
。 

九 

弁
護
士
・
外
国
法
事
務
弁
護
士
共
同
法
人
た
る
申
込
者
が
種
類
の
変
更
に
よ
り
、
外
国
法
事
務
弁
護
士
法
人
と
な
っ
た
と
き
。 

２ 

本
会
は
、
申
込
者
か
ら
前
項
第
一
号
の
終
結
報
告
書
が
提
出
さ
れ
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
援
助
案
件
が
終
結
し
た
と
認
め
る
と
き

は
、
援
助
終
結
決
定
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

３ 

本
会
は
、
援
助
終
結
決
定
を
す
る
に
当
た
り
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
申
込
者
の
意
見
を
聴
く
も
の
と
し
、
申
込
者
に
対



し
、
第
一
項
の
事
由
に
関
す
る
資
料
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。 

４ 
本
会
は
、
援
助
終
結
決
定
を
す
る
に
当
た
り
、
関
係
委
員
会
の
意
見
を
聴
く
こ
と
が
で
き
る
。 

５ 
本
会
は
、
援
助
終
結
決
定
を
し
た
と
き
は
、
そ
の
内
容
を
申
込
者
に
通
知
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
申
込
者
の
所
在
が
知
れ
な
い
と
き

は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

 

（
援
助
金
の
支
払
） 

第
十
一
条 

援
助
開
始
決
定
に
お
い
て
支
出
す
る
援
助
金
の
額
の
定
め
が
あ
る
と
き
は
、
本
会
は
、
速
や
か
に
、
申
込
者
に
そ
の
額
を
支

払
う
。
変
更
決
定
又
は
援
助
終
結
決
定
に
お
い
て
、
追
加
し
て
支
出
す
る
援
助
金
の
額
の
定
め
が
あ
る
と
き
も
、
同
様
と
す
る
。 

 

（
不
服
申
立
て
） 

第
十
二
条 

申
込
者
は
、
こ
の
規
則
に
基
づ
く
決
定
に
不
服
の
あ
る
場
合
は
、
本
会
に
対
し
、
不
服
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

２ 

不
服
申
立
て
を
す
る
者
（
以
下
「
不
服
申
立
人
」
と
い
う
。）
は
、
当
該
決
定
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
か
ら
十
日
以
内
に
、
不
服

申
立
書
を
本
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

前
項
の
不
服
申
立
て
が
あ
っ
た
と
き
は
、
本
会
は
、
速
や
か
に
、
不
服
申
立
て
の
内
容
に
つ
い
て
審
査
し
、
理
由
を
付
し
て
そ
の
採

否
を
決
定
す
る
。 

４ 

本
会
は
、
不
服
申
立
人
に
対
し
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
決
定
を
し
た
旨
及
び
そ
の
内
容
を
速
や
か
に
通
知
す
る
。 

 

（
更
正
の
決
定
） 

第
十
三
条 

本
会
は
、
こ
の
規
則
に
基
づ
き
本
会
が
し
た
決
定
に
計
算
違
い
、
誤
記
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
明
白
な
誤
り
が
あ
る
と
き

は
、
い
つ
で
も
更
正
の
決
定
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。 

２ 

本
会
は
、
前
項
の
決
定
を
し
た
場
合
は
、
申
込
者
に
速
や
か
に
当
該
決
定
及
び
そ
の
理
由
を
通
知
す
る
。 

 

（
細
則
へ
の
委
任
） 

第
十
四
条 

こ
の
規
則
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
死
刑
再
審
以
外
の
刑
事
再
審
弁
護
活
動
に
対
す
る
援
助
の
実
施
に
関
し
て
必
要
な
事
項

は
、
会
長
が
細
則
で
定
め
る
。 

  
 

 

附 

則 

 

こ
の
規
則
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

  



別表第１（第２条、第３条、第５条、第６条関係） 

  

援助の内容 費用に対する援助金 弁護活動に対する援助金 

基準額 

 

備考 基準額 

 

備考 

弁 護 人 等 と し て の

活動（再審請求審、

即時抗告審（即時抗

告 に 代 わ る 異 議 審

を含む 。） 及び特 別

抗 告 審 を 含 む 一 連

の 刑 事 再 審 請 求 事

件（再審請求の準備

を含む。））全般 

２万円 ①費用（②及び③を除く。）に係

る 疎 明 資 料 を 提 出 し た 場 合

は、５万円を上限とする実費

とする。 

②通訳又は翻訳を必要とする場

合であって、そのための実費

が発生するときは、２０万円

を上限に別途加算する。 

③医師その他の専門家が意見書

等を作成する場合であって、

当該専門家に支払うべき実費

が発生するときは、３０万円

を上限に別途加算する。 

２２万円 ①第６条第１項の規定により複数援

助の援助開始決定がなされた場合

に、援助の対象となる弁護人等が

２人のときは４４万円、３人以上

のときは６６万円とする。 

②事件の難易、事件の進捗その他の

事情を考慮し、減額することがで

きる。 



別表第２（第４条関係） 

 

資力基準 

対象者の現金、預金その他の流動資産の合計が３００万円未満であること。ただし、医療費、教育費、借入金の返済金又は家賃の支払

がある等やむを得ない事情により生計が困難と認められる場合は、死刑再審以外の刑事再審弁護活動に対する援助の申込みをするこ

とができる。 


